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研究成果の概要（和文）：身体を考える生活の実践手法として”からだメタ認知”を提唱し，生活意識の醸成を念頭に
以下の成果を得た．（１）からだメタ認知により体験を表現する手段としての創作オノマトペ（音素を組み合わせて自
由に創作するオノマトペ）のフィージビリティを検証した．（２）からだメタ認知を促すインタラクティブメディアを
開発し，それを用いた実験を実施した．行為に伴う物理信号と体感のことばの対応のフィードバックが意識の醸成を促
すと判明した．（３）生活意識を他者に伝える方法を模索するために，生活意識をことばにさせるインタビュー手法を
開発し，更に生活意識を共有する広報メディアのデザインを試行した．

研究成果の概要（英文）：We have advocated the theory of embodied metacognition as a method of thinking abo
ut own body in life, and have obtained the following results.  (1) Based on the hypothesis that "creative 
onomatopoiea" (that each of us creates by combining primitive phonemes) may be a good tool for expressing 
embodied experience, we have examined its feasibility in experiments in verbalizing experiences in walking
 in town.  (2) We have developed an interactive media as a pilot study that facilitates embodied metacogni
tion in experiments of verbalizing tactile experience of the sole of foot in walking on various grounds. T
he main finding was that visualizing a set of words expressing tactile experience of the sole of foot and 
the corresponding physical signals such as vibration on the shoes in walking as a feedback encourages embo
died meta-cognition. (3) We have developed a method of interviewing to verbalize consciousness in life, an
d have designed a media to share consciousness in life among people. 
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様 式 Ｃ‐１９、Ｆ‐１９、Ｚ‐１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 “身体を考える”とは何かを論ずる．身体
行為は生きるための根幹であればあるほど
暗黙知的であり，意識することは難しい．し
かし昨今の知能科学における“身体性”の概
念にみられるように，身体が意識・思考・感
情と強く連携し影響を与えあうことは明白
である．暗黙知的情報であるため身体の状態
を完全に把握することは難しいが，動きや体
感に敢えて意識を向ける努力をし，ことばで
表現し（からだメタ認知），ことばを用いて
発散／収束的に身体を模索することを“身体
を考える”行為と呼ぶ． 
 本提案者はこれまで“からだメタ認知”理
論を整備し，デザイン，スポーツ，感性開拓
など様々な分野でメタ認知実践スタディを
蓄積してきた．その成果によれば，身体をこ
とばで表現する習慣は「ことばがことばを生
む」という発散現象をもたらし，様々な新し
い着眼点や関係性への気づきを誘発し，ある
時期を境に考えが収束に向かう現象が生じ
ることが判明している．更に，発散と収束を
繰り返すプロセスを経て，体感やパフォーマ
ンス，身体に関する意識が進化する現象も実
証されている．つまり身体は意識をつくり，
意識は身体をつくるのである．“身体を考え
る”という認知行為が生活のデザインに必須
であると主張する所以はここにある． 
  以上が，本研究提案の背景であった． 
 
２．研究の目的 
 生活はデザインする対象である．“身体を
考える”という認知行為が基になり，身体に
根ざした生活意識やコミュニティ意識を芽
生えさせ，身体と意識と生活空間を自分らし
く整えることである．本研究は，からだメタ
認知手法を用いて，体感や居心地といった暗
黙的な知を自覚的に意識するという生活実
験を通して，自分の“身体を考える”ことを
促す生活を構成的にデザインすることを目
的とする．その目的の達成のために， 
１：体感などの暗黙的知のことば化を促す手
法を開発すること 
２：体感を物理的信号と対応付けて本人に意
識させるためのインタラクティブメディア
のパイロット版を開発し，それを用いた実験
によって，からだメタ認知がどう進化するか
を観察すること 
３：及び，芽生えた生活意識を世に伝えるた
めの方法論を模索すること 
の３つを要素研究とする． 
 
３．研究の方法 
 上記の１~３の要素研究は，順番に１から
成し遂げて行く類いのことではない．特に，
ことば化を容易にする促進手法とインタラ
クティブメディアを用いた生活実験は，ほぼ
同時に，構成的な方法論で探究を進めること
になった．そもそも体感をどうことばでどう
表現すればよいのかを，様々な例題を通じて

模索することを続けながら，その知見を基に
２のインタラクティブメディアを開発する
という側面もある．またメディアを使った実
験で得た知見が１にフィードバックされる
という側面もある．また３は，生活意識をこ
とばとして表現し，それを伝える（紙媒体）
メディアをデザインする要素研究であるが，
その模索が１に還元される可能性もある．し
たがって，１~３の各々が互いに他へフィー
ドバックされる可能性を念頭に置き，構成的
に研究を進めることを試みた． 
 
４．研究成果 
（１）体感をことばで表現する促進手法の開
拓 
 本研究では，オノマトペ（擬音語や擬態語
のこと）に着目した．その理由のひとつは，
オノマトペが文章で論理的に表現すること
の難しいことがらを表現する手段として適
しているとされ，人工知能学会でもオノマト
ペのセッションが組まれる等，昨今研究が進
んでいるからである．  
 本研究成果のオリジナリティのひとつは，
“創作オノマトペ”（これは筆者の造語）と
いう概念を導入したことである．創作オノマ
トペとは，様々な音素を組み合わせて，本人
が独自につくるオノマトペである．例えば，
ある体感を“ぽ”，“にょ”，“ぺ”の音素を組
み合わせて“ぽにょぺ”と表現するというわ
けである．野口体操で有名な野口三千三氏は，
ひとは音素一つ一つにからだから発する意
味を込めていると説いている． 
 あるひとがある地面を歩いたときに，足の
裏で感じる体感（以後足触りと称する）を“ぽ
にょぺ”と表現するとき，その足触りは，“ぽ”，
“にょ”，“ぺ”の音素で表現される側面をも
ち，更に，その順番に音素が並ぶ理由がある．
何をひとつの音素と認定するかに関しても
本人の自由である．例えば“に”と“ょ”を
区別してもよいし，それらを合わせて一つの
音素“にょ”と考えてもよい．本人が一つ一
つの音素や並びにどのような意味を込めた
いと思うか次第である． 
 多くのひとが使う汎用的オノマトペ（たと
えば「ざらざら」）ではなく，創作オノマト
ペが暗黙的知の表現に適していると考える
理由は以下の通りである．例えば，足触りは，
からだと地面の相互作用に応じて足裏で生
成されからだに伝わる信号に由来すると仮
定するならば，状況依存性が高く，更に個人
固有性も高いはずである．そういった対象の
微妙な差異を表現することばとして，既製品
である汎用的オノマトペでは役不足である
ことは明白である．自分のオリジナルな意味
を込めることのできる音素を自由に組み合
わせてつくる創作オノマトペの方がより表
現能力に優れている．  
 本研究では，まち歩きにおいて各々の通り
に感じる雰囲気をことばにする実践，カフェ
における居心地をことばにする実践，スポー



ツにおける身体運動に伴う体感（例えば安定
感や身体の軸に関する意識）をことばにする
実践，様々な地面を歩いたときの足の裏の感
覚をことばにする実践などを通して，創作オ
ノマトペという表現媒体は，通常ならことば
になりにくい体感を表現するツールとして
有効であることを実証した． 
 
（２）身体を考える生活の実践研究：足裏の
感覚のことば化を促すインタラクティブメ
ディア（Onomatopace）のパイロット開発 
① 概要 
 足が地面に接触する（後述するように，着
地，踏み込み，蹴り）ことに伴い足裏で生成
される振動音を採取するコンタクトマイク
と，歩様を計測する加速度計からなるセンサ
デバイスを開発した．ユーザはコンタクトマ
イクを右の靴に，加速度計を右足首に装着し，
様々な地面を１０歩歩いては，そのときの足
触りを一つの創作オノマトペで表現し，デバ
イスと優先で繋がるタブレット型 PC に入力
する． 
 足が地面に着いてから離れるまでの一歩
は，着地，踏み込み，蹴りのフェーズから構
成される．本研究では，足触りは各フェーズ
で独立に存在すると仮定した．つまり，ある
一歩に関して，着地を表現する創作オノマト
ペ音素，踏み込みを表現する創作オノマトペ
音素，蹴りを表現する創作オノマトペ音素は
異なるという仮定である．  
 
② デバイス及び創作オノマトペアプリ 
 加速度センサは右足首に装着し，地面に対
して鉛直方向の加速度を測定する．歩きでは
着地，踏み込み，蹴りという地面との３種類
の相互作用におうじて，足首の加速度は特徴
的な変化を示す．加速度計の示す波形の特徴
に従い，着地，踏み込み，蹴りの３フェーズ
を分別する境界時刻を算出した． 
 次に，加速度データの値によって３フェー
ズを分別する境界時刻に合わせて，足裏と地
面の接触により生じる振動音を各々のフェ
ーズで記録する． 
 本研究では，我々が感じる足触りは，足が
地面と接触したときの物理的なイベントと，
靴の材質の関係性の総体から体感できるも
のであると仮定する．したがって，その部位
から採取される振動音を，その体感を表現す
る創作オノマトペと対応付けることは，あな
がち的外れでもあるまい． 
 加速度値およびマイクによって録音され
た音声情報はユーザが手に保持する PC にリ
アルタイムに送られ，PC 上でユーザが入力し
た各フェーズのオノマトペ音素と，各フェー
ズの音声情報の対応付けおよび記録を行う． 
 
③ 分析手法 
 あるひとが微妙な足触りの差異がわかる
（つまり感性が鋭い）という状態になったと
き，そのひとの振動音データは，「異なるオ

ノマトペ音素の振動音は互いに分離され，同
じオノマトペ音素の振動音は互いに似てい
る」という様相を示すであろう．そこで，本
研究では，振動音を周波数分析した波形の類
似度を算出するアルゴリズムによって，振動
音の類似・差異を数値化することにした．そ
してすべての音素に該当する振動音の相互
距離を求め，異なる音素に対応する振動音が，
実験を進めるとともに次第に分離されはじ
めるかどうかを実験で検証した．被験者は著
者を含め３名である． 
 
④ 結果 
 実験では，１名の踏み込みと，もう１名の
着地及び踏み込みに，足触りの分解能が高ま
り，幾つかの異なるオノマトペ音素ペアが分
離される傾向を示した．３名全員とはいかな
いまでも，分解能が高まる結果を得たことは
興味深い． 
 様々な地面を実際に歩いてみて，その一人
称体験を得ないと，生活のなかでの自然な実
験は実現できない．同じコンクリートでも表
面仕上げや模様が異なると，かなり足触りが
異なると感じとれるものであることには驚
いた．普段地面の足触りに意識を向けること
は稀であるが，集中して歩いてみると，意外
に微妙な違いを感じられるものである．生活
のなかで 10 日に一度くらいの頻度で１時間
強の時間を捻出し，このような意識的な体験
を繰り返すことにより，部分的ではあるが，
足触りの分解能に向上の兆しがみられたこ
とは，感性に関する研究を今後も継続する動
機を後押しする． 
 
（３）生活意識を聞き出すインタビュー手法
の模索 
 からだメタ認知を通じて“身体を考える生
活”を実践するための方法が整った上で，更
に必要なことは，各々の生活者がそれによっ
て芽生えさせた生活意識（時にはコミュニテ
ィー意識）を世に伝えるための方法であろう．
そこで本研究では，まず第一に，各個人が醸
成した生活意識を（本音で）語っていただく
ためのインタビュー方法論を模索した． 
 
① 意識を調査する既往研究 
意識を採取する手法としては，アンケート，

インタビュー，エスノメソドロジーなどがあ
る． 各々の手法で最も重要な議論点のひとつ
は，研究者による対象者への介入をどう考え
るかである．従来のインタビュー手法の多く
は，インタビュアー自身の考えや仮説をイン
タビュイーに伝えることは，誘導を招くとし
てタブー視されてきた．エスノメソドロジー
においても，そのコミュニティーにあたかも
透明人間であるかのように居て，対象者たち
に介入することなくただひたすら現象を記述
すべきであるという立場を貫く研究者は多い． 
本提案研究は，インタビュー手法に関する

従来の考え方に疑問を投げかけ，これまでタ



ブー視されてきた「介入」の是非を問い直す
ものである．介入を恐れてインタビュイーの
意識に深く立ち入らないことは，本音を聞き
出すという目的とは逆向きではないのか？  
ホルスタインは，インタビューとはインタ

ビュアーとインタビュイーの相互行為であり，
ナラティブをつくりだす共同作業であると述
べている．インタビュイーの心の奥に潜む意
識内容を，そっとそのままの形で抽出するの
ではない．インタビューにおいては，むしろ
インタビュアーも積極的に意見交流を行い，
ナラティブをその場でつくりだす構成的方法
論を採用すべきであるという考え方である．
インタビュアーの存在がインタビュイーの学びに
つながるようなインタビューこそ，意識研究の重
要な手段になり得る．  
 
② インタビュー実践 
我々は，大学の最寄り駅で飲食店を経営す

る店主をインタビュイーとし，彼のライフス
トーリーを聞き出すことを目的とし，生活意
識を聞き出すインタビュー手法とはどんなも
のかを模索した．深い意識の語りを必要とす
るインタビューは１回だけでは事足りない．
３回，複数日に渡ってインタビューを行うこ
とにした．１回のインタビューの時間は１時
間半から２時間とした．  
インタビュイーのライフストーリーを聞き

出すために，臨機応変でその場で反応し，自
由に会話をする形式をとった．決して打算的
で直裁的な Q＆A 形式はとらないこととした．
インタビュアーのどちらかが発言した後は，
必ずしもインタビュイーが答えるというわけ
でもない．時にはインタビュアーひとりの発
言に対して，もうひとりが補足をしたり考え
を述べたりして，インタビュアー２名が互い
に何回か発言した後に，ようやくインタビュ
イーが発言するということも多々あった． 
 
③ 知見１：打算的な質問を避ける 
インタビュイーの発言は，まず，様々なこ

とに対する彼の「意見」と，事実に関する彼
の「認識」に大別できる．本研究の目的はイ
ンタビュイーの本音を聞き出すことにあるた
め，後者は分析対象から外した．「意見」に
は様々な内容が認められた．ライフストーリ
ーに関するインタビューにおいて，インタビ
ュイーが語る意見を分類することから始めた．
まず，  

• 「哲学」（モットーにしていること） 
• 具体的なモノゴトに関する「意見や評価」 

に大別した．更に前者を，(1)仕事に関する哲
学，(2)生活における哲学に分類した．後者は，
(1)過去の行動選択に伴う心情，(2)仕事上で
のメタ認知的思考，(3)客やまちのひとに対す
る評価，(4)まちや土地に対する評価，(5)時
代や社会に対する評価，に分類した． 
⒊回のインタビューの各々で，横軸を経過

時間にとり，縦軸をそれぞれの分類に属する
発言の頻度をとると，面白い結果が判明した．

１，２回目ともに「哲学」の発話には２度の
ピークが存在するが，それはいずれも「意見
評価」に関するピークが生じた後，しばらく
経ってからである．３回目も「哲学」の頻度
が増加するのは「意見評価」の頻度が増加し
てしばらく経ってからである．つまり，具体
的なことがらに関する意見や評価をひとしき
りしゃべった後にようやく哲学が口をついて
出る．第一の知見は，生活意識の本音を聞き
出すためには，直裁的な／打算的な質問を繰
り出すのではなく，様々なものごとに関する
インタビュイーの意見や評価を自由な会話で
語っていただくことに腐心すべきであるとい
うことである．そうすると，自然に「哲学」
に分類されるような深い心情が吐露される． 
 

④ 知見２：本音で尋ねて初めて本音を語っ
てくれる 
 次に，インタビュアー側の発話（質問）の
仕方に様々な技法があることがわかった．大
別すると，インタビュイーに話しを促すため
の発言（「A: 話しを展開させる」）と，会話
の「B: 雰囲気をつくる」発言の２種類である．
前者は更に，ダイレクトに質問する(A1)，呼
び水とする(A2)，背景を考えさせる(A3)に分
類した．「呼び水とする」とは，A1 と違って
インタビュアーのその発言に直接答えてくれ
なくてもよいが，その発言から何かを連想し
て話してくれることを期待する発言である．
インタビュアーが「主観的な意見を述べる」
と，「客観的なことがらを提示する」の２種
類がそれに属する．「B：雰囲気をつくる」は
８つに分類した． 
 そのうえで，インタビュイーのすべての「意
見」（哲学 もしくは 意見・評価）を終端
とし，その発言が生まれるまでの（直前の）
インタビュアー発言を遡り，トピック的に同
一の塊をチャンクとして，共起分析を行った．
どういう質問技法がインタビュイーの「意見」
を誘発するのかを調べる簡単な分析手法であ
る． 
 興味深い現象が判明した．インタビュイー
の生活意識を誘発する質問系列は，「主観的
なことを言う」ー「共感を示す」という系列
化，「具体的なトピックを（インタビュアー
が）提示する」̶「話しの筋に乗って背中を
押す」のみであった．いずれも，これまでは
「介入」としてタブー視されてきたことであ
る．客観的なことがらを提示しても，インタ
ビュイーは生活意識の深いところを語って
くれはしない．インタビュアー側が本音を語
って初めて，それに応じるようにインタビュ
イーも本音を語るのである．． 
 
（４）生活意識を共有するための社会メディ
アのデザイン 
 生活意識を社会的に共有し，学びあう土壌
を形成することが次に求められる．そこで本
研究では，震災後の復興活動をフィールドと
し，住民の生活意識を共有するメディアのデ



ザインを行った． 
 
① 背景 
 東日本大震災により壊滅的な打撃を受け
た東北の復旧，復興に対して認知科学がどう
貢献できるかを考え，我々は，ひとびとの生
活意識やコミュニティ意識をインタビュー
で掘り起こし，社会的に共有するという取り
組みを行った．生活意識やコミュニティ意識
は，からだメタ認知を通じて培われるもので
あり，前節で述べたインタビュー手法によっ
て開示される．本人にとっては，身体や生活
文脈に根ざした意識を語るという行為が，か
らだメタ認知である．語ることで生活意識を
醸成し，それを生活において自覚する．それ
はまさに住民ひとりひとりが「内からの力
で」復興のきっかけをつかむことになる．震
災以降，物理的なインフラの復旧は進んでき
たが，それは「外からの」復旧支援である．
その社会基盤が成り立った上で，住民自らが
内からの力で精神的な復興を果たして行く
べき時期がきている． 
 
② 住民のからだメタ認知 
 被災地に暮らす方々が，土地や仕事につい
て抽象的な想い（コト）を言葉にするだけで
なく，日々の仕事の内容や幼少期に遊んだ場
所，これまで関わってきた人など，自分の人
生を構成してきた様々なモノへの眼差しを
もち，それを言葉にする機会を得ることで，
彼らのからだメタ認知が促され，身体や土地
に根ざした生活意識やコミュニティ意識を
改めて醸成する．それは彼らが復興に対する
具体的な像を描き，復興活動を自主的に牽引
する力を得ることにつながる．住民に「身体
を考える生活」を促すことになる． 
 
③ 活動内容 
 気仙沼で被災した商店主や事業主を対象
に，彼らの生活意識やコミュニティ意識の顕
在化のためのインタビューを行った．我々は
人びとがもつ生活意識を「人生哲学」とみな
し，哲学を有する住民の方々を「哲人」と呼
び，哲人の想いを地域で共有するための仕掛
け的な活動を行った．活動の名称は「おとな
りさんの哲学」である．地域に住むひと，ひ
とりひとりが，身体や土地に根ざした「哲学」
をもった哲人なのだというコンセプトを表
現した名称である． 
  

④ 生活意識を共有するためのメディア 

 我々がデザインしたメディアはポストカ
ードである．哲人ひとりひとりの哲学（生活
意識）を，インタビューを通してテキストと
して書き起こし，彼らの写真とともに３枚の
ポストカードを制作した．ポストカードを彼
らの仕事場に設置することで，我々が会うこ
とのできなかった地域住民の方々にも，隣人
の想いや哲学を知ってもらうことができる． 
 ポストカードというメディアは，郵便物で

あると同時に，イベントの告知や新しい店鋪
の公告媒体として機能する．そのサイズは各
哲人の仕事場に設置する際にも場所をあま
りとらず，また手にとった他者も折り畳まず
に鞄や手帳に入れて持ち帰ることができる．  
 我々がインタビューを行いポストカード
制作した哲人から，「あのひとも，自分なり
の独自の生活意識をもっているに違いない」
と紹介していただくことにより，次の哲人に
知己を得た．２０数名の哲人の生活意識を掘
り起こし，ポストカードを制作した．名刺代
わりに仕事でアピールする媒体として使っ
てくださる哲人もいる．お客さんにそっと自
分の生活意識を知ってもらう媒体として店
に置いているカフェの店主もいる．あるホテ
ルオーナーは，従業員がポストカードを手に
とり「そんな想いをもって仕事をなさってい
たのですね」と言ったことがきっかけで，オ
ーナーとして従業員に自分の想いをこれま
では伝え切れていなかったことを知ったこ
とが大きかったと話してくれた． 
 「震災後のこの時期に，身体や土地に根ざ
した生活意識，コミュニティ意識を自ら語り，
それがポストカードとして残っていること
が，数年後に振り返ったときに自分に対して
大きな影響があると思う（それが楽しみであ
る）」という感想は，多くの哲人に共通する
想いのようだ．被災地の住民の方々に，生活
意識を醸成するためのからだメタ認知を促
すインタビューを行い，ポストカードとして
デザインされたメディアで彼らのことばを
残す活動は，小規模で地道ではあるが，確実
に機能し始めている． 
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